








(12)裁代チ」ズ学

に(社)中央酪農会議の主催で第 l回チーズ製造技術研修会が蔵王山重量にあ

る(財)蔵王酪農センターで初めて開催きれた九その後，研修会の回数が

重ねられることによ母，研修会に参加した人たちの中からチ」ズ造りに取り

殺み，一村一品運動に貢献する人も生まれて事た。

スイス?はチーズ職人の志願者は，まずチ}ズを造っている親方に弟子

入唱し，毅方の下で数f年間チ}ズ造りを体験しなければならないといわれ

る。また，その体験後，チーズ職人養成学校に入り理論を学び，最後に親

方の試験を受けて合格するとチーズ製造業を営むことや弟子を取ることが

できる。現在も(財)蔵王機農センタ}で行われているナチュラルチ}ズ

製造技術者研修会は，日本の風土にあったチーズ製造職人を培いつつある

のかも知れない。

おわりに

チ}ズの起源，並びに現在市販されているチ}ズの生い立ちと近代までの

発達の歴史を中心に述べた。 2003年における日本人一人当た専のチ}ズの

消費最は年間 2.1kgであり， 15年前の年間 1kgと比べて倍増した。しかし，

それでも日本人一人当たりのチーズの泊費量は EU諸国の 10分の 1程度で

ある針。

EU諸国の家庭で消費するチーズはナチュラルチ]ズが中心であるが，我

が閣の家庭で消費するチ」ズはプロセスチーズが中心である。我が閣におけ

るプロセスチーズの最近の消費動rr.]I丸保存伎の良さや使い勝手の良さに特

化したものである。我が図における最近のナチュラルチーズの消費量を見る

と，加工せずに直接消費するいi産チーズの量は 10年前と殆ど変わっておら

ず，外図産のものがおよそ1.S倍に増加している九

チーズの発梓地と dれる丙アジア地域の遊牧民族であるベドウイン1;):，最

近でもヒツジとともに遊牧生活を送号，ヒツジ乳昔、ら造ったチーズは日々の

食生活に不可欠な帯夜となっている 10)。このことは，紀元前から培われた

ヒツジとビトとの共存生活における信頼性の深さを物語っている。しかし，

四方を海に罰まれた温暖な気候の日本では乳文化は全く培われず，米，醤お

よび魚中心の食文化が縫立した。そのために日本人のウシへの気持ちは，多

様な経済活動の一手段としての家畜に過ぎない。また，食品としてのチ}ズ

の位置づけは多くある噌好品の一つに過ぎない。

チーズと同じ発酵乳製品である害者酵宇しがs 日本人の多くが強い関心を持つ

ようになった健康志向の追い風を受け飛躍的に消費量を伸ばしてきた。一方，

日本におけるナチュラルチーズ製造所の数は平成元年 57箇所であったのが，

製造所の規模こそ小苦いものが多いが平成 13年には 109館所になった。ま
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た，それらの製造所で造られるチーズの種類も従米の著名なチーズに加えて

一般に日本人にはあまり知られていない特徴ある様々なチ]ズが含まれてい

る 11)c したがって，発酵乳のように様々な生体調節機能を強化したチ」ズ

の開発や地域プランドチーズの開発を活性化することによ早，日本の気候風

土や国民牲に合致したチーズ文化が醸成されることが期待される。
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